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1.  平成24年1月期第1四半期の連結業績（平成23年2月1日～平成23年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年1月期第1四半期 1,687 △8.5 121 △34.8 70 △44.6 43 △47.4
23年1月期第1四半期 1,844 7.9 186 91.7 127 124.4 82 282.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年1月期第1四半期 2.73 ―
23年1月期第1四半期 5.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年1月期第1四半期 30,490 7,716 25.3 486.64
23年1月期 30,698 7,722 25.2 487.05

（参考） 自己資本   24年1月期第1四半期  7,716百万円 23年1月期  7,722百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年1月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
24年1月期 ―
24年1月期 

（予想）
2.50 ― 2.50 5.00

3.  平成24年1月期の連結業績予想（平成23年2月1日～平成24年1月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

3,710 0.4 305 △13.5 210 △10.4 125 △11.3 7.88

通期 7,380 △0.6 545 △10.8 345 △7.4 190 △2.5 11.98



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異
なる可能性があります。 
 なお、上記予想に関する事項は、添付資料３ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「2. その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年1月期1Q 16,000,000株 23年1月期  16,000,000株
② 期末自己株式数 24年1月期1Q  143,605株 23年1月期  143,605株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年1月期1Q 15,856,395株 23年1月期1Q 15,861,785株
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当第１四半期連結累計期間（平成23年２月1日～平成23年４月30日）におけるわが国経済は、企業収
益の改善を背景に民間設備投資や個人消費に持ち直しの動きがみられたものの、３月に発生した東日本
大震災により、先行き不透明な状況で推移いたしました。 
 このような経済環境のなかで、当社グループは、各事業において競争力の強化を図るとともに、引き
続き積極的な営業活動を展開し、収益力の向上に努めてまいりました。 
 当第１四半期連結累計期間の成績は、売上高1,687,903千円と前年同期に比べ156,292千円（8.5％）
の減収となり、営業利益は121,613千円と前年同期に比べ64,853千円の減益、経常利益は70,858千円と
前年同期に比べ57,010千円の減益、四半期純利益は43,217千円と前年同期に比べ38,975千円の減益とな
りました。 
 経営成績をセグメント別でみると次のとおりであります。 
 なお、当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基
準第17号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計
基準適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しておりますが、セグメント情報の区分は変更してお
りません。また、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益に対応しております。 
  
（映画興行事業） 
 映画興行事業は、邦画作品では「ＧＡＮＴＺ」「ＳＰ 革命篇」「阪急電車」、洋画作品では「ナル
ニア国物語 第３章」「ツーリスト」「塔の上のラプンツェル」などの話題作品を上映いたしました。
 「ＯＳシネマズミント神戸」におきましては、宝塚歌劇団の花組東京宝塚劇場公演千秋楽「真飛聖ラ
ストデイ」の生中継や、「高校デビュー」の出演者による舞台挨拶を実施するなど、他館との差別化を
図り、より魅力ある施設づくりを目指してまいりました。さらに、社会貢献活動といたしまして、引き
続き「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト」に参画し、特別上映会を実施いたしました。 
 売上高は533,929千円と前年同期に比べ73,471千円（12.1％）の減収となり、セグメント損失（営業
損失）は12,702千円（前年同期は23,856千円の営業利益）となりました。 
  
（不動産賃貸・販売事業） 
 不動産賃貸業界は、東京・大阪ビジネス地区とも、新規大型ビル竣工等の影響により空室率が高水準
で推移し、テナント優位の市場が続く厳しい環境となっております。本年４月末の空室率は東京ビジネ
ス地区では8.9％、大阪ビジネス地区では12.0％と回復の兆しは見られません。 
 不動産賃貸事業におきましては、当第１四半期連結会計期間末における保有ビルの稼働率は96.9％を
維持するものの賃料相場下落による影響を受け、厳しい事業環境となりました。 
 このような状況のなか、「ＯＳビル」において、競争力維持と他ビルとの差別化を図るため、外装リ
ノベーション工事に着手いたしました。 
 不動産販売事業におきましては、分譲マンションの売上を計上しております。 
 売上高は780,567千円と前年同期に比べ77,972千円（9.1％）の減収となり、セグメント利益（営業利
益）は299,907千円と前年同期に比べ31,713千円の減益となりました。 
  
（ホテル事業） 
 大阪のホテル業界は、客室稼働率は緩やかながらも回復傾向にありましたが、東日本大震災発生後、
社会全体の自粛ムードによる国内旅行客やインバウンド（訪日旅行）の減少により、厳しい状況で推移
いたしました。 
 インターネットによる宿泊直前の予約が大半を占める状況のなか、「梅田ＯＳホテル」におきまして
は、市場ニーズの把握に努め、稼働率の向上を目指してまいりました。 
 売上高は152,607千円と前年同期に比べ643千円（0.4％）のわずかな減収となりましたが、セグメン
ト利益（営業利益）は16,029千円と前年同期に比べ2,656千円の増益となりました。 
  
（飲食事業） 
 飲食事業におきましては、依然としてデフレ基調が継続し低価格競争が激化するなか、東日本大震災
発生後の外食自粛傾向などによる影響により、売上高は82,593千円と前年同期に比べ13,141千円
(13.7％）の減収となり、セグメント損失（営業損失）は2,760千円（前年同期は981千円の営業損失）
となりました。 
  
（その他事業） 
 その他事業におきましては、アミューズメント施設の「ナムコランド三宮店」が好調に稼働し、売上
高は138,206千円と前年同期に比べ8,936千円（6.9％）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は
17,484千円と前年同期に比べ2,849千円の増益となりました。 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況 
当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、前連結会計年度末と比較して総資産は

207,266千円の減少となりました。これは主に有形固定資産165,887千円の減少によるものであります。
 負債につきましては200,734千円の減少となりました。これは主に短期借入金194,636千円の増加があ
りましたが、長期借入金166,889千円、未払消費税等99,723千円及び未払法人税等95,066千円の減少に
よるものであります。 
 純資産につきましては6,531千円の減少となりました。これは主にその他有価証券評価差額金10,108
千円の減少によるものであります。 
  
②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は394,970千円と
なり、前連結会計年度末に比べ22,607千円の減少となりました。当第１四半期連結累計期間における各
キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動による資金の増加は8,750千円(前年同期の資金の増加は267,405千円)となりました。主な増
加要因は、減価償却費205,625千円及び税金等調整前四半期純利益70,858千円、主な減少要因は、法人
税等の支払額123,970千円、未払消費税等の減少額99,723千円及び退職給付引当金の減少額52,219千円
であります。 
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動による資金の減少は28,095千円(前年同期の資金の減少は82,478千円)となりました。主な要
因は、有形固定資産の取得による支出29,145千円であります。 
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動による資金の減少は3,262千円(前年同期の資金の減少は140,784千円)となりました。増加要
因は、短期・長期借入れによる収入675,000千円、減少要因は、短期・長期借入金の返済による支出
647,253千円及び配当金の支払額31,009千円であります。 

  

平成24年１月期の連結業績予想につきましては、平成23年3月18日の決算短信で発表しました第２四
半期連結累計期間及び通期業績予想の変更は行っておりません。 
 なお、今後東日本大震災による不透明な経済状況や消費者の動向などにより、業績予想を修正する必
要が生じた場合には速やかに開示いたします。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

オーエス㈱　（9637）　平成24年１月期　第１四半期決算短信

― 3 ―



 該当事項はありません。  

  

(簡便な会計処理) 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化 
 がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお 
 ります。 

②たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額 
 を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算 
 定する方法によっております。 

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一 
 時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将 
 来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

  該当事項はありません。 

   

(会計処理基準に関する事項の変更) 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成
20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号
平成20年３月31日）を適用しております。 
 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

     

(表示方法の変更) 

四半期連結損益計算書 

当第１四半期連結累計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成
20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内
閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、「少数株主損益調整前四半期純利
益」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 394,970 417,577

売掛金 210,035 210,183

販売用不動産 987,313 1,016,378

商品 15,788 16,267

貯蔵品 4,485 1,667

前払費用 115,643 84,625

繰延税金資産 187,841 172,706

その他 20,249 23,188

貸倒引当金 △10,676 △10,648

流動資産合計 1,925,651 1,931,947

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 23,114,012 23,109,806

減価償却累計額 △11,770,578 △11,601,843

建物及び構築物（純額） 11,343,433 11,507,963

機械装置及び運搬具 352,461 342,725

減価償却累計額 △167,852 △161,732

機械装置及び運搬具（純額） 184,608 180,993

工具、器具及び備品 822,112 822,095

減価償却累計額 △627,351 △609,501

工具、器具及び備品（純額） 194,760 212,593

土地 15,295,016 15,295,016

建設仮勘定 12,859 －

有形固定資産合計 27,030,679 27,196,566

無形固定資産

ソフトウエア 73,107 85,886

その他 11,839 11,981

無形固定資産合計 84,947 97,867

投資その他の資産

投資有価証券 289,579 306,269

長期貸付金 1,725 2,775

長期前払費用 190,087 194,881

差入保証金 508,454 508,454

建設協力金 401,168 399,214

繰延税金資産 7,257 6,965

その他 21,106 21,232

貸倒引当金 △1,387 △1,387

投資その他の資産合計 1,417,992 1,438,404

固定資産合計 28,533,619 28,732,839

繰延資産

社債発行費 31,674 33,424

繰延資産合計 31,674 33,424

資産合計 30,490,945 30,698,211
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 147,443 163,507

短期借入金 3,120,400 2,925,764

未払金 51,106 55,052

未払費用 247,884 251,486

未払法人税等 36,264 131,330

未払消費税等 40,743 140,466

賞与引当金 93,532 40,515

その他 259,016 251,414

流動負債合計 3,996,390 3,959,538

固定負債

社債 1,700,000 1,700,000

長期借入金 10,176,020 10,342,909

長期預り保証金 2,353,915 2,374,198

繰延税金負債 1,558,066 1,556,260

再評価に係る繰延税金負債 2,760,937 2,760,937

退職給付引当金 229,323 281,543

固定負債合計 18,778,263 19,015,849

負債合計 22,774,654 22,975,388

純資産の部

株主資本

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 66,643 66,643

利益剰余金 3,883,918 3,880,341

自己株式 △90,693 △90,693

株主資本合計 4,659,868 4,656,291

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 21,955 32,064

土地再評価差額金 3,034,467 3,034,467

評価・換算差額等合計 3,056,423 3,066,531

純資産合計 7,716,291 7,722,823

負債純資産合計 30,490,945 30,698,211
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
至 平成22年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
至 平成23年４月30日)

売上高 1,844,195 1,687,903

売上原価 1,431,278 1,336,300

売上総利益 412,917 351,602

一般管理費 226,450 229,989

営業利益 186,467 121,613

営業外収益

受取利息 2,096 2,089

受取配当金 491 －

その他 320 163

営業外収益合計 2,908 2,253

営業外費用

支払利息 55,544 48,618

その他 5,963 4,390

営業外費用合計 61,507 53,009

経常利益 127,868 70,858

税金等調整前四半期純利益 127,868 70,858

法人税、住民税及び事業税 4,842 34,352

法人税等調整額 40,832 △6,712

法人税等合計 45,674 27,640

少数株主損益調整前四半期純利益 － 43,217

四半期純利益 82,193 43,217
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
至 平成22年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
至 平成23年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 127,868 70,858

減価償却費 212,652 205,625

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16 28

退職給付引当金の増減額（△は減少） △38,577 △52,219

受取利息及び受取配当金 △2,587 △2,089

支払利息 55,544 48,618

有形固定資産除却損 56 －

売上債権の増減額（△は増加） 3,302 148

たな卸資産の増減額（△は増加） 93,742 26,725

長期前払費用の増減額（△は増加） 2,078 1,778

仕入債務の増減額（△は減少） △132,258 △16,064

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △20,719 △13,675

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,508 △99,723

預り保証金の増減額（△は減少） △15,089 △20,283

その他 36,116 32,655

小計 332,655 182,384

利息及び配当金の受取額 672 136

利息の支払額 △55,299 △49,800

法人税等の支払額 △10,623 △123,970

営業活動によるキャッシュ・フロー 267,405 8,750

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △84,243 △29,145

その他 1,764 1,050

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,478 △28,095

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 40,000 160,000

短期借入金の返済による支出 △64,000 △76,000

長期借入れによる収入 800,000 515,000

長期借入金の返済による支出 △884,935 △571,253

自己株式の取得による支出 △990 －

配当金の支払額 △30,859 △31,009

財務活動によるキャッシュ・フロー △140,784 △3,262

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 44,141 △22,607

現金及び現金同等物の期首残高 539,071 417,577

現金及び現金同等物の四半期末残高 583,213 394,970
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 該当事項はありません。 

  

（事業の種類別セグメント情報) 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年４月30日） 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主な事業内容は次のとおりであります。 

 
  

（所在地別セグメント情報) 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年４月30日） 

 在外連結子会社及び在外支店がないため記載を省略しております。 

  

（海外売上高) 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年４月30日） 

 海外売上高がないため記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

映画興行 
事業(千円)

不動産賃貸 
・販売事業 
(千円)

ホテル事業 
(千円)

飲食事業 
(千円)

その他事業 
(千円)

計(千円)
消去又は 
全社(千円)

連結(千円)

 売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

607,400 858,539 153,250 95,735 129,270 1,844,195 ― 1,844,195

 (2) セグメント間の 
   内部売上高又は 
   振替高

― 40,827 ― ― ― 40,827 (40,827) ─

計 607,400 899,367 153,250 95,735 129,270 1,885,023 (40,827) 1,844,195

 営業利益又は 
 営業損失(△)

23,856 331,620 13,373 △981 14,635 382,505 (196,037) 186,467

事業区分 主要事業内容

映画興行事業 映画興行、劇場内売店・広告

不動産賃貸・販売事業 不動産賃貸、土地・建物の売買及び仲介、ビル総合管理

ホテル事業 ホテル、ホテル内売店

飲食事業 飲食店

その他事業 遊戯場
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（セグメント情報） 

１ 報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で
あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ
ているものであります。 
当社グループは主に各種サービスの事業内容ごとに「映画興行事業」「不動産賃貸・販売事業」「ホ

テル事業」「飲食事業」「その他事業」を報告セグメントとしております。 
「映画興行事業」は、映画興行及び劇場内売店等の運営を行っております。「不動産賃貸・販売事

業」は不動産の賃貸、土地・建物の売買及び仲介、施設管理等を行っております。「ホテル事業」はホ
テルの経営等を行っております。「飲食事業」は飲食店の経営を行っております。「その他事業」はア
ミューズメント施設の経営を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年２月１日  至  平成23年４月30日) 

 
(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△196,343千円には、セグメント間取引消去△282千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△196,060千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17
号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適
用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

映画興行 

事業

不動産賃貸 

・販売事業
ホテル事業 飲食事業 その他事業 計

調整額 

（注１)

四半期連 

結損益計 

算書計上 

額(注２)

売上高

（1）外部顧客への 
   売上高

533,929 780,567 152,607 82,593 138,206 1,687,903 ― 1,687,903

（2）セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 40,553 ― ― ― 40,553 △40,553 ―

計 533,929 821,120 152,607 82,593 138,206 1,728,457 △40,553 1,687,903

セグメント利益又は損失(△) △12,702 299,907 16,029 △2,760 17,484 317,957 △196,343 121,613

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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